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公の施設に係る指定管理者の指定について、次のとおり可決しました。
七飯町パークゴルフ場

七飯コース

七飯町本町
２丁目

１４０番地１

大中山コース

七飯町大川
１１丁目
３４７番地１

すずらんコート

七飯町本町
２丁目
９６番地１

ひまわりコート

七飯町字大川
３８７番地１

屋内ゲートボール場 七飯町
大沼国際交流プラザ

道の駅
なないろ・ななえ

グリーンＰ・Ｇサービス株式会社
代表取締役　大森　章吾

すずらんコート利用者の会
会長　逸見　和子

令和５年４月１日から
令和８年３月３１日まで

公の施設の
名称

公の施設の
位置

指定管理者
となるべき
団体の名称
及び代表者

指定管理
期間

七飯町字大沼町
８５番地１５

七飯町字峠下
３８０番地２

一般社団法人
七飯大沼国際観光
コンベンション協会
代表理事　川村　晃也

一般社団法人
七飯町振興公社
代表理事　山川　俊郎

審
議
し
て
決
ま
っ
た
こ
と

令
和
４
年
第
４
回
定
例
会

◆
七
飯
町
情
報
通
信
技
術
を
活
用
し
た
行
政

の
推
進
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

総
務
財
政
常
任
委
員
会
よ
り
、
審
査
結
果

の
報
告
書
が
提
出
さ
れ
、
原
案
を
一
部
修
正

し
可
決
さ
れ
た
。

◆
七
飯
町
個
人
情
報
保
護
法
施
行
条
例
の
制

定
に
つ
い
て

◆
七
飯
町
個
人
情
報
保
護
審
査
会
条
例
の
制

定
に
つ
い
て

　

以
上
２
件
を
、
慎
重
を
期
す
た
め
総
務
財

政
常
任
委
員
会
に
付
託
し
、
閉
会
中
の
継
続

審
査
と
し
た
。

◆
七
飯
町
草
地
畜
産
基
盤
整
備
事
業
分
担
金

徴
収
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

慎
重
を
期
す
た
め
、
経
済
産
業
常
任
委
員

会
に
付
託
し
、
閉
会
中
の
継
続
審
査
と
し
た
。

◆
公
共
施
設
等
の
年
末
年
始
休
日
の
変
更
に

伴
う
関
係
条
例
の
整
備
に
関
す
る
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

　

年
末
年
始
の
休
日
を
12
月
29
日
か
ら
１
月

３
日
ま
で
と
改
正
す
る
こ
と
に
伴
い
、
関
係

条
例
を
一
括
改
正
す
る
た
め
制
定
。

　
　
　
　
　

〔
令
和
５
年
４
月
１
日
施
行
〕

◆
地
方
公
務
員
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

の
施
行
に
伴
う
関
係
条
例
の
整
備
に
関
す

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

地
方
公
務
員
の
定
年
を
引
き
上
げ
る
地
方

公
務
員
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
関
係
条
例

を
一
括
改
正
及
び
廃
止
す
る
た
め
制
定
。

　
　
　

〔
令
和
５
年
４
月
１
日
施
行
ほ
か
〕

◆
七
飯
町
水
道
事
業
給
水
条
例
及
び
七
飯
町

公
共
下
水
道
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　

水
道
及
び
下
水
道
メ
ー
タ
ー
の
検
針
を
毎

月
か
ら
奇
数
月
（
２
か
月
に
１
回
）
、
水
道

及
び
下
水
道
使
用
料
の
支
払
い
を
毎
月
か
ら

偶
数
月
（
２
か
月
に
１
回
）
へ
変
更
す
る
た

め
改
正
。　

〔
令
和
５
年
４
月
１
日
施
行
〕

◆
七
飯
町
学
童
保
育
ク
ラ
ブ
条
例
の
一
部
改

正
　

学
童
保
育
料
の
改
正
に
つ
い
て
、
物
価
高

騰
に
よ
る
家
計
負
担
へ
の
影
響
が
先
行
き
不

透
明
で
長
期
化
し
そ
う
な
状
況
に
あ
る
こ
と

か
ら
、
撤
回
の
請
求
が
あ
り
、
こ
れ
を
許
可
。

 　◆
七
飯
町
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
９
号
）

補
正
額
：
２
億
７
千
８
百
448
千
円

　

ハ
イ
ヤ
ー
・
タ
ク
シ
ー
運
賃
負
担
軽
減
実

証
実
験
補
助
金
等
に
伴
う
補
正

◆
七
飯
町
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
３
号
）

　
補
正
額
：
854
千
円

　

令
和
４
年
度
の
支
出
見
込
み
に
伴
う
補
正

◆
七
飯
町
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
２
号
）

　
補
正
額
：
▲
７
百
713
千
円

　

令
和
４
年
度
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

納
付
金
に
関
わ
る
事
務
費
負
担
金
、
保
険
基

盤
安
定
負
担
金
の
確
定
に
伴
う
補
正

◆
七
飯
町
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

　
（
第
３
号
）

　
補
正
額
：
467
千
円

　

成
年
後
見
制
度
利
用
支
援
助
成
金
の
増
額

等
に
伴
う
補
正

◆
七
飯
町
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
３

号
）　
支
出
補
正
額
：
６
百
666
千
円

　

電
気
料
金
高
騰
に
よ
る
動
力
費
、
修
繕
料

等
の
増
額
に
伴
う
補
正

◆
七
飯
町
下
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第

３
号
）　
支
出
補
正
額
：
520
千
円

　

浄
化
セ
ン
タ
ー
建
設
事
業
債
等
の
収
益
的

支
出
の
増
額
に
伴
う
補
正

◆
七
飯
町
公
の
施
設
に
係
る
指
定
管
理
者
の

指
定
に
つ
い
て

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
下
表
参
照

◆
閉
会
中
の
委
員
会
活
動
の
承
認
に
つ
い
て

◆
次
の
２
件
の
意
見
書
に
つ
い
て
可
決

◎
農
業
生
産
資
材
高
騰
対
策
に
関
す
る
意
見

書
◎
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
へ
の
助
成
並
び
に
定

期
接
種
化
を
求
め
る
意
見
書

◆
七
飯
町
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
８
号
）

補
正
額
：
４
億
６
千
４
百
816
千
円

　

住
民
税
非
課
税
世
帯
等
臨
時
特
別
給
付
金

事
業
追
加
等
に
伴
う
補
正

◆
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　

人
事
院
勧
告
に
基
づ
く
給
与
等
の
引
き
上

げ
に
伴
う
改
正

　
　
　
　
　

〔
公
布
の
日
か
ら
施
行
ほ
か
〕

◆
七
飯
町
特
別
職
の
職
員
の
給
与
等
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正

　

町
長
、
副
町
長
、
教
育
長
の
期
末
手
当
支

給
月
数
を
一
般
職
の
勤
勉
手
当
及
び
期
末
手

当
の
総
支
給
月
数
と
同
様
の
支
給
月
数
と
す

る
た
め
改
正
。　

〔
公
布
の
日
か
ら
施
行
〕

条  

例  

制  

定

そ
　
の
　
他

発
議
案（
意
見
書
）

令
和
４
年
第
４
回
臨
時
会
（
10
月
24
日
）

令
和
４
年
第
５
回
臨
時
会
（
11
月
28
日
）

条  

例  

改  

正

補  

正  

予  

算
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審議結果

定例会・臨時会出席状況一覧表 ※判定　○=出席、×=欠席、△=遅参・早退・中座、公=公務、忌=忌引

木
下　
　
敏

青
山　
金
助

川
上　
弘
一

若
山　
雅
行

江
口　
勝
幸

川
村　
主
税

中
島　
勝
也

澤
出　
明
宏

坂
本　
　
繁

上
野　
武
彦

長
谷
川
生
人

畑
中　
静
一

稲
垣　
明
美

田
村　
敏
郎

池
田　
誠
悦

平
松　
俊
一

神
﨑　
和
枝

横
田　
有
一

10月24日
11月28日
12月06日
12月07日
12月08日
12月09日

第４回臨時会

第４回定例会

第５回臨時会

議員名

開会日
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○

○
○
×
×
×
×

○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○

　令和４年第４回定例会は、１２月６日に招集
され、会期を９日までの４日間として開催され
ました。令和４年度一般会計、各特別会計、企
業会計の補正予算をはじめ、議案１７件を審議
しました。

　一般質問では５人の議員が質問に立ち、町政に対
する理事者の考えを質しました。
　また、議員提出議案として、国、関係機関へ要請
する意見書２件を審議し、原案のとおり可決されま
した。

令和4年
第4回定例会

区分 結果

撤回

条例制定

条例改正

補正予算

その他

意見書

番　　号 議　　件　　名　　等 継続審査・調査・その他

議
　
　
　
　
　
案

許可

○

付託

付託

付託

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

○

◎

◎

報告済

承認

議案第４９号　七飯町学童保育クラブ条例の一部改正撤回の件について

七飯町情報通信技術を活用した行政の推進に関する条例の制定について

七飯町個人情報保護法施行条例の制定について

七飯町個人情報保護審査会条例の制定について

七飯町草地畜産基盤整備事業分担金徴収に関する条例の制定について

公共施設等の年末年始休日の変更に伴う関係条例の整備に関する条例の制定について

地方公務員法の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整備に関する条例の制定について

七飯町水道事業給水条例及び七飯町公共下水道条例の一部改正について

令和４年度七飯町一般会計補正予算（第９号）

令和４年度七飯町国民健康保険特別会計補正予算（第３号）

令和４年度七飯町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）

令和４年度七飯町介護保険特別会計補正予算（第３号）

令和４年度七飯町水道事業会計補正予算（第３号）

令和４年度七飯町下水道事業会計補正予算（第３号）

七飯町公の施設に係る指定管理者の指定について[七飯町パークゴルフ場　七飯コース、大中山コース]

七飯町公の施設に係る指定管理者の指定について[屋内ゲートボール場　すずらんコート、ひまわりコート]

七飯町公の施設に係る指定管理者の指定について[七飯町大沼国際交流プラザ]

七飯町公の施設に係る指定管理者の指定について[道の駅　なないろ・ななえ]

農業生産資材高騰対策に関する意見書

帯状疱疹ワクチンへの助成並びに定期接種化を求める意見書

出納検査報告

閉会中の委員会活動の承認について

修正可決

総務財政常任委員会へ付託

総務財政常任委員会へ付託

経済産業常任委員会へ付託

議案第４７号

議案第５９号

議案第６０号

議案第６１号

議案第６２号

議案第６３号

議案第６４号

議案第６９号

議案第７０号

議案第７１号

議案第７２号

議案第７３号

議案第７４号

議案第６５号

議案第６６号

議案第６７号

議案第６８号

発議案第18号

発議案第19号

ハイヤー・タクシー運賃負担軽減実証実験補助金
（52,800千円）等の一般会計補正予算を可決

◎＝全員一致で可決　　○＝賛成多数で可決　　●＝賛成少数で否決　　×＝賛成なしで否決

第4回定例会
審議結果

令和５年２月

七　 飯 　町

発行・七飯町議会
編集・七飯町議会広報広聴特別委員会
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令和５年定例会の開催予定

※上記の日程は変更になる場合もありますので、お手数です
　が、ホームページ又は議会事務局へご確認ください 

第１回定例会

3
㊍
/2～ 6

㊋
/6～

第２回定例会

9
㊋
/5～

第３回定例会

12
㊊
/4～

第４回定例会

「議会だより」へのご意見、ご要望のある方は、
下記までご意見をお寄せください。
◆送付先　七飯町本町6丁目1－1
　　　　　七飯町議会あて
◆ＦＡＸ　0138－65－2610　　　
◆メール　gikai＠town.nanae.hokkaido.jp

議会だより
へのご意見

次回定例会の開会日
令和5年3月2日（木）
　　　　　　　午前10時から

一 般 質 問

質
問
議
員  　
人　
質
問
項
目  　
問

５

17 質問項目は
こちら

問

質 般

一
議
員
が
町
の
行
財
政
全
般
に
わ
た
っ
て
町
に
疑
問

点
を
質
し
、
所
信
の
表
明
を
求
め
る
も
の
で
す
。

Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
は
個
人
ご
と
の

質
問
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
一
般
質
問
の
原
稿
は
、
質
問
者
本
人
が
質
問
と
答

弁
を
要
約
し
て
作
成
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
詳
細
な
質
疑
や
答
弁
に
つ
い
て
は
Ｙ
ｏ
ｕ

Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
チ
ャ
ン
ネ
ル
や
会
議
録
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

一
般
質
問
と
は
？平

松　
俊
一　
議
員

地
域
公
共
交
通
計
画
に
つ
い
て

Q
令
和
５
年
２
月
か
ら
４
ヶ
月
間
約
５
千
６

百
万
円
も
使
っ
て
行
う
実
証
実
験
は
免
許
を

持
た
な
い
70
歳
以
上
の
方
の
み
を
対
象
と
し

た
補
助
金
の
な
い
町
単
独
事
業
で
、
制
度
設

計
に
必
要
な
基
礎
デ
ー
タ
を
集
め
る
に
は
不

適
当
な
内
容
で
あ
り
、
金
額
が
大
き
過
ぎ
る

の
で
は
な
い
か
。

A
タ
ク
シ
ー
を
使
っ
た
実
証
実
験
か
ら
始
め
、

配
布
す
る
チ
ケ
ッ
ト
に
は
、
乗
降
場
所
等
を

記
入
す
る
の
で
必
要
な
デ
ー
タ
の
収
集
は
で

き
る
と
考
え
る
。

そ
の
他
の
質
問
「
公
共
施
設
の
ボ
イ
ラ
ー
」

「
学
校
給
食
費
と
食
品
の
安
全
性
」
「
公
共

施
設
の
有
効
利
用
」
「
道
の

駅
な
な
い
ろ
・
な
な
え
の
指

定
管
理
者
制
度
の
見
直
し
」

動画で確認

田
村　
敏
郎　
議
員

道
の
駅
の
納
付
金
に
つ
い
て

Q
令
和
三
年
度
の
決
算
特
別
委
委
員
会
報
告

書
中
、
町
長
は
総
括
質
疑
の
答
弁
で
、
「
令

和
四
年
度
の
公
募
要
領
の
規
定
を
見
直
し
、

寄
付
金
を
納
付
金
と
修
正
し
納
付
額
を
指
定

管
理
者
に
提
案
し
て
も
ら
い
、
選
定
の
評
価

指
標
と
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。
」
と

あ
る
が
、
見
直
し
を
指
定
管
理
者
の
指
定
手

続
き
等
に
関
す
る
条
例
の
施
行
規
則
に
載
せ

な
く
て
い
い
の
か
。

A
今
定
例
会
の
会
期
中
に
指
定
管
理
者
の
指

定
手
続
き
等
に
関
す
る
条
例
の
施
行
規
則
に

つ
い
て
、
誤
解
が
生
じ
な
い
よ
う
精
査
の
上
、

明
示
し
て
い
き
た
い
。

そ
の
他
の
質
問
「
町
の
除
雪

と
排
雪
に
つ
い
て
」
ほ
か上

野　
武
彦　
議
員

福
祉
灯
油
に
つ
い
て

Q
今
年
は
物
価
が
高
騰
し
生
活
環
境
が
厳
し

い
中
で
冬
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
る
が
、
50

％
以
上
の
自
治
体
で
１
万
円
以
上
の
支
給
を

し
て
い
る
中
で
、
七
飯
町
は
５
千
円
の
支
給

だ
け
で
あ
る
、
１
万
円
に
引
き
上
げ
ら
れ
な

い
か
。

A
福
祉
灯
油
に
つ
い
て
は
、
灯
油
価
格
が
安

か
っ
た
こ
ろ
の
助
成
で
、
現
在
は
灯
油
価
格

の
高
止
ま
り
が
続
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
１

万
円
が
い
い
の
か
そ
れ
以
上
が
い
い
の
か
国

や
道
の
支
援
策
を
含
め
検
討
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問
「
ネ
イ
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
の

運
営
の
改
善
を
」
「
コ
ロ
ナ

禍
の
対
応
に
つ
い
て
」

動画で確認 動画で確認

若
山　
雅
行　
議
員

町
民
の
声
を
聴
く
政
策
等
に
つ
い
て　
他

Q
「
地
域
懇
談
会
（
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

）
」
の
開
催
状
況
、
開
催
方
法
等
は
。

A
こ
れ
ま
で
の
開
催
は
新
日
本
婦
人
の
会
、

ミ
ミ
ズ
ク
会
、
な
な
え
倶
楽
部
の
合
計
三
回
。

他
に
町
内
会
か
ら
の
相
談
が
一
件
。
開
催
申

込
は
ま
ず
は
問
い
合
わ
せ
を
い
た
だ
き
た
い
。

Q
「
時
間
外
在
校
等
時
間
」
公
表
の
狙
い
は
。

A
先
生
達
の
働
き
方
改
革
は
、
勤
務
時
間
縮

減
だ
け
が
目
的
で
は
な
く
、
子
供
達
の
教
育

の
質
を
高
め
た
い
と
い
う
の
が
根
底
に
あ
る
。

そ
の
他
の
質
問
「
来
年
度
（
令
和
５
年
度
）

の
予
算
編
成
等
に
つ
い
て
」
「
新
型
コ
ロ
ナ

ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業
に
つ
い
て
」
「
『
道
の

駅
エ
リ
ア
』
の
借
地
に
つ
い

て
」
「
『
令
和
４
年
度
七
飯
町

教
育
行
政
方
針
』
に
つ
い
て
」

江
口　
勝
幸　
議
員

七
飯
町
町
有
バ
ス
あ
か
ま
つ
に
つ
い
て

Q
町
有
バ
ス
「
あ
か
ま
つ
」
に
つ
い
て
、
町

内
で
の
イ
ベ
ン
ト
や
旅
行
の
際
、
歩
行
が
困

難
な
方
や
車
い
す
を
利
用
さ
れ
て
い
る
方
へ

の
対
応
は
ど
の
よ
う
に
し
て
い
る
の
か
。

　

ま
た
、
昇
降
機
を
設
置
し
た
バ
ス
を
導
入

す
る
考
え
は
あ
る
か
。

A
原
則
、
介
助
が
出
来
る
方
と
同
乗
し
て
も

ら
い
、
バ
ス
の
乗
り
降
り
等
の
補
助
を
し
て

も
ら
っ
て
い
る
。
介
助
が
あ
っ
て
も
乗
降
等

が
難
し
い
方
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
の
リ
フ

ト
付
き
車
両
を
利
用
し
て
も
ら
い
た
い
。

　

バ
ス
導
入
の
予
定
は
な
い
が
、
町
有
バ
ス

運
転
手
に
「
福
祉
有
償
運
送
運
転
者
講
習
」

を
受
講
し
て
も
ら
う
な
ど
、

ニ
ー
ズ
に
対
応
し
て
い
け
る

よ
う
に
努
力
し
た
い
。

動画で確認 動画で確認

新年度
予算を
審議

前年度
決算を
審議
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各委員会の活動報告（行政視察含む）
総務財政常任委員会：議案第47号七飯町情報通信技術を活用した行政の推進に関する条例の制定
七飯町情報通信技術を活用した行政の推進に関する条例を審査

報告書全文
は町ＨＰへ

報告書全文
は町ＨＰへ

　総務財政常任委員会に付託された「七飯町情報通信技術を活用した行政の推進に関する条例」の審査のため、
令和４年９月１２日、１０月７日、１１月２日、２４日の４日間委員会を開催し、副町長、情報防災課長の出席
を求め聴取した。
〔審査の内容〕
　条例の内容を審査したところ、本条例は情報通信技術を活用した行政の推進を図り、国の法令に基づく手続等についてオ
ンラインによる手続を可能とするものであり、かつ、修正内容も考慮した上で採決した結果、全員一致で修正可決すべきも
のと決定した。

所管事務調査：民生文教常任委員会 
・奨学金等返還支援事業（仮称）について
・ＧＩＧＡスクール構想に伴うＩＣＴ教育の現状について
 ● 調査の目的
　奨学金等返還支援事業（仮称）が創設予定であることから事業内容について、また、ＧＩＧＡスクール構想に
伴うＩＣＴ教育の現状について調査を行った。
 ● 調査のまとめ
　奨学金等返還支援事業（仮称）においては、当町へのＵＩＪターンの促進と人口流出の抑制、人口減少時代における定住
人口増加及び地域企業の労働力確保を推進するために新設された事業である。大学進学を志す当町の若者を支援するために
も奨学金等返還支援事業（仮称）の周知徹底を願いたい。
　ＧＩＧＡスクール構想に伴うＩＣＴ教育の現状については、現地調査からも児童生徒が想像以上に使いこなしていること
が理解できた。端末の更新時期の費用負担については保護者負担とならないよう関係団体と連携の上、国への要望等を視野
に情報共有願いたい。

報告書全文
は町ＨＰへ

所管事務調査：総務財政常任委員会
・移住定住対策の現状について、防災対策の現状について
 ● 調査の目的（行政視察先：福岡県筑後市、鹿児島県鹿屋市）
　移住者の現状や移住者及び子育て世帯に向けた施策の現状について、調査及び先進地の視察を行った。
　過去の災害の発生状況や避難訓練の実施状況について、調査及び先進地の視察を行った。
 ● 調査のまとめ
　移住定住対策の現状については、当町においても様々な施策を行っているが、他市町と比較し特筆すべき施策を実施でき
ていないなど課題も残る。出生率の向上に資する対策も含め、今後の移住定住対策のより一層の推進を望むものである。
　防災対策の現状については、近年では、当町でも一時的な豪雨により被害が発生するなど、いつ、大規模な豪雨被害に見
舞われてもおかしくないことから、今後は、町としての防災意識を高めていくことを望むものである。

報告書全文
は町ＨＰへ

所管事務調査：民生文教常任委員会
・ゼロカーボンシティの取り組みについて
 ● 調査の目的（行政視察先：熊本県小国町、熊本県水俣市）
　令和４年度七飯町施政方針において、２０５０年度までに二酸化炭素排出量実質ゼロ「ゼロカーボンシティ」
を目指し、省エネルギー施策や森林整備等、長期的な視点で取り組むと記載しており、その実現に向けた具体的
な施策等については、今後検討することとなっていることから、先進地を視察し、調査を行った。
 ● 調査のまとめ
　当町は、省エネルギー施策や森林整備等、長期的な視点で取り組むとしていることから、国からの有利な補助金制度の活
用などを視野に入れ、例えば、戸別住宅に太陽光パネルと蓄電池を設置する場合に補助金を交付する仕組みを作るなど、国
からの情報を常に収取し積極的に検討されることを望む。

報告書全文
は町ＨＰへ

所管事務調査：経済産業常任委員会
・ふるさと納税について、上水道の現状について
 ● 調査の目的（行政視察先：宮崎県小林市、鹿児島県伊佐市）
　ふるさと納税については、北海道では海に隣接する自治体の海産物が返礼品として人気であり多額の寄付を集
めている。海のない七飯町をふるさと納税を通じて活性化させるために実態調査及び先進地の視察を行った。
　上水道の現状については、七飯町では、水道ビジョン（平成２５年度策定）並びに経営戦略（平成３０年度策定）の見直
しを現在進めている。見直しにあたり、管路、施設等の老朽化の状況とその更新に関する調査及び先進地の視察を行った。
 ● 調査のまとめ
　ふるさと納税の本質は「ふるさと納税を通じて出身地に貢献する」である。そのため今後のまちづくりの指針が基盤とな
り、それを明確化させ、充実を図ることで寄付者の期待感を持たせ、リピーターにつながることから、七飯町においても、
寄付額だけではなく、ふるさと納税の先を見据えた新たな視点が求められる。
　水道施設の老朽化対策の先送りは、水道事業継続のリスクを増大させる事のみならず、漏水事故等の発生により利用者へ
の影響が甚大となるため、早急に取り組むべき事項である。また、その資金の確保等、より慎重な経営が求められる。


